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スギ及びアカマッの床替に於ける深植の影響について

石　橋　秀 弘（附属演習林）

｝I1d－ehヱro ISHIBASHI

So亘ne　effects　of　deep－p1a皿板ng　upon　Sug1（Crγpτo肌θηα／αpo〃cα

　　　　皿D㎝）an沮Akamatsu（1）・πω・6θ乃帥∫Z〃α8・θろα

　　　　　　　　Zωcc・）　seed－hngs　1n　transp1antat1on

　　　　　　　　で．’ま　え　が　き

　苗木を移檀する場合は，それが苗畑に於げる床替であ

っても，また林地への檀栽であっても，檀付深さは，前

回の生立時の地際の位置がそのまム新しいgrouna1eve1

に一致するようになされるbが最も望ましいものとされ

ている。しからぱ一体，正常植に非ざる植付法をした場

合茅即ち深植又は浅檀は苗木の生育にどんな障害を与え

るものであるかを知っておくことは実際にも必要となる

であろう。このうち浅檀の青については異論もない様で

あるが，深檀については，Lob1d11y　Pineを山地に植栽

した例では，深植にしたもの上方が正常檀よりも遙かに
　　　　　　　　　　　　　（1）
良好な生育をしたという報告すらあるほどであって，

一概にはいえない点もあるようであるし・ま牟・かりに

その弊害には異論が卒いとするならば・ギの程度の深植

が，どの程度の障害をもたらすものか，別の言い方をす

るならぱ，どの程度までの深植は許されるかという大略

の目安は実地の作業を行うに当って知りたいことの一つ

である。そこで今回は，スギとアカマツについて，苗畑

に於ける床替作業の際の深植の影響を調べたので，その

結果の一部を発表すること⊥する。

　なお，適切な助言をいた“・た遠山教授に対し，深甚

の謝風を表する。

凝灰質砂岩を母岩とする砂壌土で，乾燥に陥り易い傾向

を有す季。

植付は32年4月2，3日に，掘取舳0月20日に行つた

　　　　3　測鬼及ぴ観察事項と裳⑳結果

　掘取の後測定した結果，実際の埋没深さは当初の目標

よりも／．5～2．5cI皿浅すぎたことが判明したのであるが，

試験の価値を本質的に左右するわげではないであろう。

　で）苗高生長量

　4月から10月までの上長生長量を測定した結果が
Tab161及び2である。生長開始前に於げる苗高の差が

年間の生長量に違いをもたらすであろうことが予想され

るので，’供試苗を植付前の苗高によって2階級に区分し

て有意差の検定を行った。

　表は簡略にして，各プロットの平均値のみを掲げてお

　Tab1e／　He1ght　growth　of　Sug1seed1mgs．
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　　　　　　　2．実　験　方　法

　1）供試苗木：本学大角山苗畑にて養成した満1年生

のスギ及びアカマヅの実生苗。

　2）植付方法：地上部高さの％及び舶を地中に埋没し

て琴植にしたものと・正常植の対照区とをラテソ方格式

に配列した。埋没深さは目測によった。1㎡当り6本×

7本＝42本の割合で，／試験区当り60本の苗未を供試し

た。従って／ブロック当り180本，全体では540本を／樹

種につぎ使用した。床替床に使用した圃場は，2～3。の

緩傾斜地であるので，これを水平に3段の階段状に区切

り，各段を1ブロックとして割あてた。当苗畑土壌は，・
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Tab工e2．Height　growth　of　Aka皿atsu

淳 対照区 ％埋区 始埋区
＞10。⑫1

＜10c㎜ ＞／0cm ＜／0c㎜
ツク　＼ 1

・1㏄・ト1㏄・

I 5．9 8，6 6．5 5，5 9、ろ 7．4

皿 4．9 7．0 8，4 7．5 6．1 5．4

皿 3．／ 3．3 4．8 4．6 ろ．8 4．5

平均 4．6！・・ ・・一・！・・i 6．0

要　　　因’ 変　動自由度分　散 分散比

ブ　ロ　ッ　ク 1，978．73 2 989．36 0．49

処　　　　理 1；83ア．99 2 919．00 0．45

サ　　イ　　ズ 919．07 1 919．0ア 0．45

ブロック×ナイズ 1，9ア5．85 2
ナイズX処理 1，路6．68 2
処理×ブロック 4，128．71 4’

誤　　　　差 8，127，07 4 2，031．7ア

全　　　　体 20，854，10 17

　　F4雪（5％）＝6．94　　　F41（5％）＝7．71

いた。下欄に有意差の検定結果を載せてあるが，自由度

は処理間（2），7ロック間（2），苗高級間（1）．で

ある。結果としては，いずれの区分に於ても有意差を認

め得なかった。しかし，平均値をみてもわかる通り，そ

の内容は，アカマツの＜／0c卿区を除いては，拍埋区，

始埋区の方が対照区に比して良好な生長を遂げているこ

とは注目すぺき・である。今回の試験は，処理数，ブロッ

ク数ともに小さかったので，自由度るミ小となり，ために

有意差の検定に際して，極めて大ぎい分散此が要求せら

れたので，満足すぺぎ結果を得られなかった。

　2）　T－R率．

　掘取り直後，T－R率の測定を行ったが，この際も地

上部生重量によつて3級に区分し，各級について有意差

の検定を行った（Tab1巳3）。そあ緕果，10～199L区

に於て，姥埋区が，始埋耳，対照区r対して5％の有意

差で小さくなっているのである、しかしながら，こ入で

注意しなげれぱならない…とは，埋没した拓乃至％Ste㎜

そのもの∫重量は，根系の全重量に対して大ぎな割合を

占めているものであり，それが％埋区よりも％埋区に於

て一段と甚しいわげである’従って，僅か1生長季節を

経遇しただげの今目に於て，新しいroot　c011arを基と

して鼻定されたT－R率は，buried　Stemそのもの上重

量によって大きく左右されるものとみなけれぱならな

い。そこで，念の為，古いrOOt　COu鮒をもとふして測

定し，これを仮りにT’／R’で表わしてみると（Tab1e・3

下段参照）もはやブロック間にも処理間にも有意差を認

め得ないのである。従って，深檀によるT－R率の変化

をみるには，もう少し日時の経過した後に於て測定する

のでなげれぱ，明確な緒論を導ぎ出すのは困難であろ

う。

　　Tab1e3．T－R　fatio　of　Sugi－seedユings
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3）b岬ied　st帥に於ける形態的変化

　　a）外部形態的変化

　スギに於ては殆んどの苗木に於て埋茎部に発根がみら

れた。但しその発根数は／～7本にちらぱり，一定の傾

向を見出し得なかったし，一ま衣r本の根の発達状態も，

まちまちであった。

　アカマヅには発根はみられなかった。

　　b）　内部形態的変化

　スギ1埋茎部には解剖学的に極めて顕著な変化がみら

れた。即ち，之を正常の茎と比較してその変化の捷移を

考察してみると，まずb岨ied　ste血に於ては，coれe叉の

柔細胞中の或物が分裂を開始して（Phe11ogen），新し
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い紬胞を形成し，外方にcork　tissue（Pheuem）を造

っている。Fig．1に示した通り，通常4～5層をなし，レ

ソガ様の形をして極めて規則正しく配列せられている。

F1＆4の中央％ぐらいの幅がこの細胞列である。Sudan

皿による呈色反応は十である。この細胞膜には着色が認

められないが，その外側の組織は褐色の厚膜を有する紳

胞から成り，既にところどころ切れ目が入っているのが

見られる。Fig．4の上部％がこの組織である。正常の茎

のParenchyma申に普通にみられるch1orophy1は，

buried　stemにはみられなかった。

　アカマヅ　nor㎜a1stemに於ても既に2層ぐらいの

Perider㎜1ayersが形成せられていて，buriea　ste㎜に

於て，それ早上のより顕著な一perider皿の形呼は観察し

得かった。cortexのpare皿chyma中のch1orophy1は，ス

ギに於げると同様に消失している。

　艮口ち両樹種共に，buriea　ste血po亭ionは既にnoma1

r00tと同じ解剖学的構造をそなえている。

4）窒繋含量
　各苗木から，春の生長分の最終箇訴と思われる部位の

葉をとって，乾燥して粉砕の後，60㎜eshの箭を通した

試料につぎ，全窒素を定量したのがTab1e．4である。数

値は，60．Cに於て恒量になるまで乾燥した試料に対す

る窒素の重量％を示す。結果は，スギ，アカマヅ共に埋

没による差を認め魯なかった。即ち，深檀によって窒素

営養に障害を受げることはなかったのである。

　　　Tab1e4．Tota1nitrogen　contents　of
　　　　1eaves　of　Sugi　and　Akamatsu。（％）

×1対照 ％埋 ％埋 平均 有意差
ス1

I ／．98 2．10 1．74 1．94
フロック間

皿 1，90 1．92 1．74 1，85
（5％）

皿 1．44 1．40 1．42 1．42
ギ 平均 1．ア8 1．80 1．64

I

ア I 2．60 2．49 2．76 2．62
カ 皿 2．70 2．80 2．52 2．6ア

マ 皿 2．56 2．48 2．88 2．64
なし

ヅ 平均 2．62 2．60 2．72

（5％）

Fig1．

戸伽 …印畑腕’∫

Cross　sect1o皿of　buned－stem（1eft）and－norm，a1

ste皿1（right）　of　Sug工

Fig2．

、印d帥削3星㌧、

俸r1derm

・…xγI帥・・一

CrOss　section　of　buried．stem（1eft）and　norma1

stem（r1ght）of　Akamatsu．

　　　　　　　4．考　　　　察

　前にも述べた通り，今回の実験に用いた大角山苗畑

は与乾燥に陥り易い土壌であるが，この事が試験の結果

に対して至大の影響を与えていると思われる。深檀が有

害か否かという事はシ先ず第一に水分状態によって左右

一されるものだからである。即ち，当苗畑は，深槙にして

根を地中深く達せしめるとき，生長が増大せられる程

に，乾燥に陥り易い立地であるわげである。次には，今

回の試験が／回床替であって，供試苗がその程度の大ぎ

さのもの（即ち，．地上部平均高9ん10c㎜）であったと

いうことである、もしこ．れが，より大ぎな苗であれぱ，

過度の深檀は先端部の根を腐朽せしめるであろうことも
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6. ~~_..**~~~=~, ~: S~ ,-~~ 

(1) G* K. Slocum and T. E. Maki : Some effects 

of depth of planting upon loblolly pine in the 

North Parolina Piedmont. Jour. Forest. 54 (1). 

1 956. 

Summary 
(1) Some effects of deep-planting upon 1-0 Sugi 

(Cryptomeria japoltica D. DoTh) and Akamatsu 

(PiTtus densiflora Sieb. et Zucc.) seedlings in 

transplantation- was examined 

(2) In general current height growth of seedlings 

of which the ~~ or ~(3 of stem buried was larg-

er than that of those correctly planted, although 

it was not statistrcally significant. 

Namely, to say the least of it, deep-planting 

hadnft injurious influences' upon the growth of 

seedlings in this case. 

(3) Total nitrogen contents of leaves did not dif-

fer significantly between the degree of burymg. 

(4)_ Anatomic observations indicated that burying 

of stem promoted formation of periderm layers 

on Sugi, and chlorophyl in parenchyma 'of cortex 

disappeared on Sugi and Akamatsu 
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Cross section of Akamatsu 

Fig. 6 : Root 

Fig. 7 : Buried stem portion 

Fi*･. 8 : Stem 
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